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Ｑ このツールで何ができるか︖

Ａ 「標準的なバス情報フォーマットデータ」
（GTFS-JP）のうちの「経路形状ファイル」
“shapes.txt” を作成する

作成済のGTFS-JPファイル（shapes.txtの
ないもの）を使⽤する



Ｑ 「標準的なバス情報フォーマット」
（GTFS-JP）とは何か︖

Ａ バス情報（バス停、路線、時刻表、運賃、
経路等）を流通させるときの標準フォー
マット（⼀式のCSVファイル）
2017年3⽉に国⼟交通省が公表、2019年
3⽉に第２版が公表
当⾯の流通先は、経路検索サービス事業者

CSVファイルのうち、経路形状を表現する
のが、“shapes.txt”

近年、GTFS-JPデータを作成するバス事業者、⾃治体が増加中



Ｑ “shapes.txt” はどんなファイルか︖

Ａ
バスが⾛る経路の
座標を列記したも
の





Ｑ “shapes.txt” はどうやって作るか︖
（経路の座標の取得⽅法）

Ａ１ バスにＧＰＳを積んで計測する
※バスロケデータの活⽤も

Ａ２ ＧＩＳで経路をピコピコクリックして
取得する

Ａ３ 経路形状データ作成ツールを使う
（半⾃動でできます）



Ｑ 経路形状作成ツールでは経路の座標を
どのように取得しているか︖

Ａ 国⼟地理院の
道路中⼼線データ

（ベクトルタイルデータ）
道路ネットワークデータ
(ノード、リンク、補間点

ここまで準備しておきサーバに保存してある



GTFS-JPのバス停座標
から近い道路上の点に
バス停ノードを作成し
て、リンクを修正

バス停ノード間で
最短経路検索

補間点を⼊れて
経路データ作成



（参考）
経路形状作成ルーツの仕組み

道路中⼼線データ
（国⼟地理院が公開している
ベクトルタイルデータ）

全国の道路中⼼線データ
（構造化）

【ツール作者のサイトで公開】

・全国のデータをダウンロード
・構造化（ノード番号、リンク
番号の付与）

【ユーザー作業】

【作者の準備作業】

地理院地図でgeojsonファイルを開
いて経路形状が正しいか確認

誤りがあれば、地理院地図上で補正
データ（バス停間を正しく結んだ線
データ）を作成しgeiojsonで保存

再度、geojsonを地理院地図で確認
し、誤りがあれば補正データを修正
する

経路形状作成ツール
• 元となるGTFS-JPファイルの指定、バス停座標の読み込み
• データの範囲（東⻄南北端）の判定

• 必要な範囲の道路データ（中⼼線データ）の読み込み（ダウンロード）

• バス停（標柱）に最も近い道路リンク上にバス停ノードを追加し、リンクを切断

• 時刻表データから、隣り合うバス停ペアを抽出し、道路データ上で最短経路検索
を⾏う

• 求められた道路の座標データを経路の起点から終点まで列挙して、経路形状デー
タ（起点から終点までの座標データ）とする

• GTFS-JPの経路形状ファイル（shapes.txt）を作成する
• その他のファイルも含めてGTFS-JPファイル⼀式を所定のフォルダに作成する
• チェック⽤に経路形状とバス停（標柱）のgeojsonファイルを作成する

• 補正⽤のgeojsonファイルを読み込む
• 補正データのあるバス停ペア間の経路は補正データに置き換えて、GTFS-JPの経
路形状ファイル（shapes.txt）を作成する

• その他のファイルも含めてGTFS-JPファイル⼀式を所定のフォルダに作成する
• チェック⽤に経路形状とバス停（標柱）のgeojsonファイルを作成する

shapes.txtを含むGTFS-JPファイルの完成



Ｑ ツールの
使い⽅は︖

A
・出⼒フォルダ
を作成
・GTFSファイ
ルを指定
・ボタンを順に
クリック
・geojsonファ
イルを地理院地
図で確認



Ｑ
最短経路を通ってい
ないところ、道路
データのないところ
はどうするか︖

Ａ
地理院地図上で当該
バス停間のライン
データを作成して、
本ツールで読み込む
（ここだけは⼿作
業）



ツール公開サイト

Ｑ 本ツールの⼊⼿⽅法は︖
Ａ 作者のサイトからダウンロード

⻄沢ツール 検索

※マニュアルもあります

※本ツールは、商用利用
も含めて自由にお使い
いただけます。



Ｑ 経路形状作成ツールの特徴

Ａ１【ほぼ⾃動で作成可能】
GTFS-JPデータ（GTFSデータでも可）があれ
ば、ほぼ⾃動で経路形状データが作成できま
す。

バス停間の最短距離経路がバス経路になって
いない場合は補正データの作成が必要ですが、
その他の区間は完全に⾃動で座標データを作
成できます。



Ａ２【使い勝⼿のよい座標データ】

国⼟地理院が公開している道路中⼼線データ
を使⽤しているので、基盤地図情報などの国
⼟地理院が公開するデータと整合します。

バス停（標柱）間の座標はどの路線でも同じ
値となるので、マップ化やデータ分析をする
ときに使いやすいデータとなります。



Ａ３【ツールの利⽤が⾃由】

ツールは誰でも無償で利⽤することができ、
使⽤許可等も不要なので、ツールのライセン
ス等を気にせずに経路形状データを含むGTFS-
JPファイルを作成することができます。

GTFS-JPのオープンデータ化に⽀障しません。



【JTFS-JPツール３部作】

標準的なバス情報フォーマット作成ツール
［⻄沢ツール］
shapes.txt以外のGTFS-JPファイルの作成

GTFS経路形状作成ツール
shapes.txtを作成

GTFS-JP差分抽出ツール
新旧２つのGTFS-JPファイルの差分抽出
（ダイヤ改正時のチェック⽤）

⻄沢ツール 検索


